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　The　seaIn 　strength 　or 　fabrics　se 写祀 d　by　hand　seMng 　me しhods　was 　invest孟gal，ed 正n　order 　to　clarlty　the
meahanical 　 aI 匸d　 mDrphological 　properties　 of ，Japanese　traditional　hand　 se 、磁ng ．　T 、へv 　hal／d　 sewillg

rne しhods　were 　compared ．　One 正s
‘‘
p正airl　stitch ，

”
thc　other 　is

‘‘
right 　ang ］e　stiLclh，

”
which 江s　defined　as　lhe

stitch−formed　seams 　on 　fabric：s　by　a　needle −hke　machine 　sewir ［g、　Silk　and 　cotton 　rabrics　and 　sewing

threads 　were 　llsed ．

　1）The　breaking 　st【
’
engtli 　of 　a　3111m　seam 〜職 s　hlgller　l．han しhat　of 　a　4　mm 　seam 　aceording 　to じhc

stitch 　density，　and 　Lhe　breaking　strength 　of 　a　seanl 　wit 賎aright 　angle 　stit，ch “ vas　higher しhan　that　with 　a

plain　stitc1L　beca匸1se 　Qf 　the　higher　thread 　ang 正e 　of 　the　P］Uill　stitch ，

　2）The 　shrinkage 　of しhv　plail／ stitch 　seam 　 was 　higher　than 　that　of ℃he　right 　ans，tc｝ stiLch 　seam 　in
cotton 　and 　Sjlk　fabI’ics，whieh 　meant 　that　the　plaiII　sti［、（th ；s　bett（｝r　than　fhe　right 　an9 】e　stit¢ h　for　t

’
abrics

With　weaker 　breaking　strength ，

　3）The 　break 　holcs　of 匸he　fabrics　sewed 　by しhe　plail／ stitch　were 　sエn組ler　l，han　those　sewed 　by　the
right 　uILgle 　stitch ．　These　res 耄亅lts　explaiIl 　wlly 　the　plain　stitch　has　been　used 　for　a　long　time 　t｛〕 coIlstruct

Japanese　traditional　e （｝stllme ，
“
Kimon 〔｝，

”
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　 1．緒　 　言

　和服構成に用い ら れ る並縫 い は
， 縫合す る こ とと同

時に解 くこ と に も配慮され た ，わ が国独 自の 運針 とい

う手動作に よ る縫 製技術 で あ る．並縫 い は運針技法k ，

針 が布を貫通する際に 2 枚の 縫合布間にずれ が 生 じ，

縫 い 目に い わ ゆ る 「流れ 目」 を形成する こ と に な る ．

こ の よ う に して 並縫 い は
， 縫 い 糸 と布地 の 力学的関係

か ら布地をい た め ず，再利用 を可能 に する優れた縫製

技法で あ る と考え られ る．和裁専門書
1〕’．　lt／

に は
， 縫 い

糸 の 渡 り角度が goeに 近 くな る よ う縫う縫い 方 を推奨

して い るもの もみ られ る．また，今凵 で は，和裁縫製

用 ミ シ ン に よ り縫 い 糸の 渡 り角度 が 90
コ
に な る 縫 い 方

も行わ れ て い る が ，並縫 い は 流 れ 目を形成す る こ とか

ら縫い 糸の 渡 り角度が 90
°

になる縫 い 方 と比 較して布

や糸の 力学 的特性 に い くつ か の 利点が あ る と考え ら れ

る，

　こ の 流 れ目，すなわ ち縫 い 糸の 渡 り角度 は，布の厚

さ に よ っ て も異な る が 和装 の 中で 最も多 く用い ら れ て

い る 木綿浴衣地 や絹縮緬地 で は，我々 の 計測 した とこ

ろ ，18± 6，0
°
で あ っ た．

　従来｝ 手縫い に関する研究は ， 運針動作 に関す る も

の
1 ‘〕

，縫 い 日の 大きさに よ る違 い に関する もの
b
．
7 ／

，

あ る い は布 の 縫 い べ り
5

や 縫 い 糸の 疲労に 関する も

の
9 ／1°1，

な どが見 られ る が ，縫 い 糸の渡 り角度が 90
°

に

な る 縫 い 方 との 違 い を詳細に検討 し た報告は 見られ な

い ．そ こ で 本研究で は，並縫 い の 基本的な特 質を見 い

だす ため に ，2 枚 の 布地 を縫 い 糸 の 渡 り角度が 90
°
に

な る縫い 方 値 角縫 い ）と 並縫 い に よ り縫合 し，そ の

（971｝ 67

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家 政 学 会誌 　Vol，51　 N   ．1〔〕 （20〔｝〔，）

縫 い 目の 強さお よ び布目の 変形 な どの 特質に つ い て 比

較検討を行 っ た．

　2．実験方法

　（1） 試　　料

　実験に用い た試料布は，浴衣地 と して用い られ て い

る岡木綿 と一
越縮緬 を採用 した ．縫製用の 糸は そ れ ぞ

れ に 綿糸 （30番 3 子糸）お よ び絹糸 （9 号 2子糸〉を

Table 　1．　 Characteristics　of 　fabries　arld

　 　 　 　 threads

sewing

Fabrics

〔〕kamomen 　 Hitokoshichirimen

Raw 　material

Structure

Thickness（mm ）

Density　（ends ／CIII）

　　　 （picks／cm ＞

Cotton　lOO％　　　　　　　　@Si】k　100
Plain 　 weave 　　 　　P｝ain 　 w℃ a

　　O．24　　　　　　　　　　0．

　32 　 　 　　 　 　　

　27 　　　 　　 　　

SeWing　thrc G〔｝tton 　30／3　s 　　Silk 　No，9／2

s 　 　 　 　 　　　 sewing　thr

d

| 一 用いた．Table 　l に ，布 お よび 縫い 糸の 特件を

した． 　b9 ． 1 に 本 実験で用 い た試験 布 の 縫 合

の縫 い目 （ a ， b ＞， 糸の引張 試 験 （c ）および 縫合

験布 の引張 試験（d ）の

式図を示 す． 　試験布は， Fig ， 1 （ d）に示す よう に 120

mln × 120   の 肪形 と し ，た て 布

向に瞰 動合 わ せ て 20mrn の縫い代 に し て両 端を 1e 　

M 残 して縫
合

し た． 縫い 方 は，一 般 的な 縫い方である

縫い（a：plainstitch ） す な
わ ち 流 れ冖 を

つ縫い方と， 縫 い 糸の 渡 り角 度 が布地 に 対 して 直

にな る よ う1 針 ご とに 刺 し 縫いをし た 縫い 方（以下，こ

を直角縫い（b：right angle 　 stitch ） と 呼

）の2 種類 と し た ．縫い 目 の 大 きさは3mm と4r

の 2 種 類とし た．ま た， 縫 い 日 の 始 めと 終わ り は

し縫い にし て，縫 い 代は工 mm の 「き せ」 で 実 験

に下

にな るようにして片 返しにし た ．

  　強伸度 特性およ び縫 合距離の減少率 　 試 験 布

よび縫 い糸の強伸度特性は，オリエンテ ッ ク杜製RTA　500

引
張 試

機用
い，　Fig、

1（c）に示一『『一・fabri
− 一

一一一一一一一一 一一一一 一一一一一一 一一 （a）P且ains

  h （b）Right 　

g

　sti

h
50ead 　a
置 e ム 200m ↓ 　 　　 thread 　　　　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 warpdirec 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
doth

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 一 一 ． ． 　 　 　 　 　　　　　 　　　　

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　shrinkage 　

　（c）　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　（d ） Fig ．1 ．　Scheme 　of　fabrics　 sewed 　by （a）plain　stitch 　and 　（b ）

ght 　angle　sLitch；（c ）scheme 　of 　　　tensile 　 test 　of 　sewing 　threads　 with 　a　certain 　a   le 　ag

nst 　tensile 　direct 藍on；and　（d） 　　　scheme 　Df　tensile　test 　of　fabrics 　sewed 　by 　plain 　and 　right 　

gle 　stitches 　and　shrinkage 　of 　　

se 　leng

　 of 　sewing 　 fabrics ． 68 （ 972 ）
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すように，糸の場合， 引張激 5   価 n ，つ かみ間

隔 50   と し， 上下 の チ ャ ッ ク位 置をか え て 角卿

を 変化 させ て 測定した．但 し，引張試験を行 う場合 ，

1 本 の 糸で は角度を保つ こ とが で きない た め 2 本 の 糸

を対称に して つ か み，行 っ た ．従 っ て ，得られた強度

の 1／2 が 1本 の 糸 の 強度 となる．布 の 場合は，幅 50

mm
， 長 さ 300　m エn の 試験布 を用 い て ，つ か み 間 隔

200rnm ，つ か み 幅 50　m 皿
， 引張速度 100　mm ／min で

行 っ た．

　布 の 縫合部 の 引張 試験 は，Fig．1（d）に 示すよ うに

縫 い 目が引張方向と直角になる よ うグ ラブ 法 で 行 い
，

つ か み 間隔 1001nm，引張速度 5・lnn1／min で 行 い ，破

断強度 ， 破断伸度 を求め た ．

　 また縫 合距離の 減少率は，あらか じ め試験布の縫 い

目線上 の 中央に 50　mm の 印をつ け，引張試験 実行中

に一定荷重 （2kgf）増加す る こ とに 50　mm の 縫い 目

部分 の 収縮す なわ ち縫合距離の 減少を ノ ギ ス で 測定 し

た．

　 こ の縫 い 目部分の収縮は ，引張方向へ の 布 の 伸張を

補償する もの で あ り，縫合部位に とっ て は 糸切 れ や布

の 破損を緩和 して い る もの と考え る．縫合距離の 減少

率 （％）は次式で 計算 した ．

　縫合距離 の 減少率＝150（mm ）
一
収縮後の 長 さ（mm ＞

　　　　　　　　　 ／50（mm ＞｝x ユ00（％）

　 また，引張試験に よ り縫 い 糸の 破断後に生 じた布 目

の 変形を評価する た め 破断 24時 間後 に，顕微鏡 を接

続 し た画像解析装置 （カ ラ
ー

イ メ
ー

ジプ ロ セ ッ サ
ー ・

ス ピ カ 2 ・イ メ
ージ コ マ ン ド 5098，日本ア ビ オ ニ ク

ス   ） を用 い て ，倍率 30 倍で 観察記録 した後，写真

に よる破損状態の 評価を行 っ た．

100

蓉9・

鬼
盞。 8・

　3．結果および考察

　（1） 縫 い 糸の 強 さ と縫い 糸の 渡 り角度 の 関係

　Fig，2 に，縫 い 糸の 渡 り角度 と 破断強度 の 閧係を検

討する ため に行 っ た Fig，1（c）の モ デ ル 実験 の結果を

示す．糸 の 引張 り角度と強度 の 関係は，角度 の 増加と

ともに 強度が低 下す る こ とは力学的に 明白で あ る が，
こ こ で は具体的に角度の 増加に よ り減少する 強度 を定

量的に把握する た め モ デ ル 実験 を行 っ た．す なわ ち，

綿糸の 引張破断強度と 引張方向に 対する糸の角度の 関

係に つ い て の 実測値お よ び理論値 の 比較 で あ る．

　こ の 図か ら明 らかな よう に，綿糸の引張強度は角度

の 増加 と ともに減少 する こ とがわか る．理論的 に は，

角度 O
’
の 真 っ 直 ぐに 引っ 張 っ た 場合 の 糸の 引張破断

　 　　 70
　 　 　 　 　 0　　 　 1e　　 　 20　 　　 30　 　　 40

　　　　　　　　　　　 Angle

Fll9．2、　Relationship　between　rela しive　strength 　of

　　　　seWing 　thread　and 　the　angle 　of 　tensile
　 　 　 　direction
一 ，experimental 　values ；

一一一
，　theoretical　values ，

強度 を Fo とす る と，糸 の 角度が ゲ の 破断強度 （F。 ）

は 恥 cos θ
゜

の 値 で 表せ る こ とが 分力 の 関係か ら 分 か

る ．F恵 2 の 横軸は縫 い 糸の 渡 り角度 に相 当す る ， 縦

軸は角度 O
’
の 破断強度に 対 する 角度 0

°

の ときの 破断

強度 の 比 を ％ で 示 した．破線 は 理論曲線，実線は実際

の 綿糸 の 引張試験か ら求めた実測値を滑 らか に結ん だ

曲線 を示 す．

　図か らわ かる ように ， 実測値は や や 理論値 より高 く

な っ て い る こ とが分か る．こ れは実際の 糸の 破断時の

伸び を考え る と，チ ャ ッ ク 問 の 距離が わ ず か に 伸 び る

た め ，糸の 角度は 元 の 角度 よ り小 さ くな り，次第に直

角で の 引張 り強度 に 近 づ くと考えられ る ，こ の 角度で

補正す れ ば，実測値 と埋論値の差は もっ と小 さくなる

と考え られ る，

　 こ の 図 か ら 明 らか な よ うに ， 縫 い 糸の 布に対する 角

度が大 きくなるほ ど破断強度は小 さくな る こ とが わ か

る ，角度が O
’
（すなわ ち直角縫 い に相当す る）〜20

“
の

範囲で は，破断強度は 直 角縫 い に 対 して 90％ 以上 と

な っ た．以 上 の よ うに並縫 い は 2枚 の 布地 に角度を持

たせ て 縫合 して い るため，直角縫 い よ り小さ な強度で

縫 い 糸が切 断し，布地に損傷を与えない 優 しい 縫 い 方

で あ る こ とがわか る ．

　（2） 縫 い 目の 強伸度特性

　Table　2 に実験 に用 い た縫 い 糸 と布 の 引張試験の 結

果 を示 す．

　綿糸は 紡績 糸，絹糸は フ ィ ラ メ ン ト糸で あ り，
こ こ

に は 示 して ない が，絹糸の 荷重一伸張曲線 に は 25．2％

と 大 きな伸 び が 認 め られ ，綿 糸 と の 違 い が 認 め られ た ．

布の 強さは，綿布 よ り絹布の 方が強 く， 50mm 幅の

（973） 69
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Table　2．　Tensi！e　st、rellgth 　and 　elongation 　of 　fabrics　and 　sewing 　threads

CoLtOll Silk

Strengtl　（kgf）　　　EloIlgaしioIl　（％ ｝ Strength　（kgf）　　　ElengatiDli（％ ）

SeWinsf　tlLread

Fabric　〔w ℃fの

⊥．7116

，7

11．017
．9

1．3120
．5

25．224

．0

綿布の 強 さは綿糸の 約 10倍，絹布の 強 さは絹糸の約

16倍で あ っ た．伸度は，布 と糸で 大 きな差が認め ら

れ な か っ た．こ れ らの こ とか ら綿縫 い 糸 の 場合 50

mrn 当た り IO 本，絹糸 の 場合は 16本 の 縫 い 糸が存在

す る と，布 と縫 い 糸の 強度が ほ ぼ 等 し くな る こ とがわ

か る，

　実際 に 計 算する と引張試験の つ か み 幅 50mm の 問

に 4mm 縫 い 目と 3mm とで は，縫 い 糸は ⊥2．5 本お

よび 16．7 本渡 され る こ と に な る，従 っ て ，直角縫 い

の 場合 ， 角度を持たず に すべ て の 糸が 平行に均
一

に引

張られ破断 に 至 ると考 えられ ， 縫 い 糸の 強度 は綿 布の

場合，縫 い 冖 4mm お よび 3mm それぞ れ L7 ユ（kgf）
X12 ．5（本〉≒ 2L4 （kgf＞，ユ，71（kgf）× 16．7（本）≒ 28．6

（kgf）と な る．縫 い 目 4mm お よ び 3mm い ずれ の 場

合 に も布 の 破 断強度 （16．7kgf）よ り高 くな り，各縫

い 糸が平均的に荷重を支え る と考え る な ら，布が先に

切 れ て 破断する と考え ら れ る．同様 に絹布 の 場合は，

L31 （kgf）× 12．5（本）≒ 16．4 （kgf），
1．31（kgf）x16 ．7

（本）≒ 21．9（kgf） とな り， 4mm 縫 い 目 の 場合 は布の

破断強度 （20．5kgf）よ り小 さ く
，

3mm 縫 い 目 の 場

合 は大きくな っ た．並縫 い の 場合 ， 縫 い 糸に渡 り角度

があ るた め 糸 の 引張 り角度 と強度 の 関係 で 述 べ た よ う

に よ り小 さ くな る と考えられ る．こ の ように計算で は

直角縫い の 場合，絹布の 4mm 縫 い 目を除い たすべ て

の 布の 縫い 目の 破損は織糸の 破断に よ り起こ る と考え

られる．しか し実際 に は織糸の 破断 は認め られず縫 い

糸の破断に よ り布目の 変形が生 じて お り，こ の 理 由 に

つ い て は後述する．

　Fig．3 に綿布 （a）お よ び 絹布 （b）の 縫い 目 の 引張

試験か ら得ら れ た 荷重一伸張曲線 を示す．図 か ら明ら

か な よ う に，綿布お よ び 絹布 の 縫 い 目強 さは 共 に
，

3

mm 直角縫 い （R3）＞ 3mm 並縫 い （P3）＞ 4mrn 直角縫

い （R4 ＞＞ 4　mrn 並 縫 い （P4） の 順 とな っ た． こ れ は

Fig．2 の モ デ ル 実験の 結果 か ら推量で きる よ うに 並縫

い の方が 直角縫 い よ り角度をも っ て引 っ 張られ る ため

強度 は 小 さ くな る と考 え ら れ る ．

　 Table　3 に 荷 重
一
伸張 曲線 か ら求め た 縫 い 目 の 破断
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1」oad −elongation 　curves 　of　sewing 　threads　in
the　cases 　〔〕f （a ）cotton 　and 　（b）　silk　threads

using 　the　plain　stitch 　with 　a　3　mm 　sea 皿 〔P3），

a4mm 　seam （P4），and 　using 　the　right 　angle

stitch 　with 　a　3　mm 　seam （Rl3），　and 　 a 　4　 mm

sealn （R4）

強度と破断伸度を示す．こ の 場合 の 伸度 とは， 2枚 の

布 が 縫 い 目の 破断 に よ り
一
部 が 分 離され る まで の値で

あ り，布 と糸の 伸び お よ び縫合部の布の 縮み に よ る ゆ

る みが含 まれ て い る．

　綿，絹 と もに縫 い 目強 さは，先 に 述べ た よ う に R3＞

P3 ＞R4 ＞ P4 とな り， 3mm 縫 い 目と 4mrn 縫 い 目 と

で は綿，絹 い ず れ も （絹 の 直角縫 い 5％ ，他 は 1％ の

危険率で）有意に 3mrn 縫い 目の 方が 4mm 縫い R よ

70 （974）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

和服 構成時の 縫 い 糸の 渡 り角度 と縫 い 目強 さ

Table　3．　 Breaking　strength 　and 　elongation 　 of 　seams 　of 　cotton 　and 　silk　fabrics

Stichlength
Factor

Cotton Silk

Right　angle Plain 碕 ght　angle Plain

3mm

4mm

Breaking　strength 　（kgf）

Elongation　（％ ）

Breaking　strength 　（kgf）

Eloτlgatio 【1　（％ ）

17．3± 1，12
15．9± 0．18

13．4± 0．73

16，6± 0．86

16，2± 0，45　　　　 ⊥7．6：辷0．90　　　16．0：辷O．52
16．4：辷0．56　　　　11，2：ヒO．47　　　11，3± O，88

13．1± 0．74　　　　　14，4± O，90　　　ユ3．2± 0．88

15．8± O．37　　　　11．1：辷0．6王　　　11．0± O．11
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Fig．4．　Relationshlp　between 　the　shrinkage 　of　seams 　of 　the　seWing 　fabrics　and
　 　 　 tensile　load

（a）cottOll ，（b）silk．

り破 断強度が強い （すなわ ち，3mm 縫い 目の 方が 4

mm 縫 い 目 よ り破断強度が 約 L2 〜1．3 倍 高い ）こ と

が示 され た．こ の こ とは 3mm 縫 い 目の 方が 4mm 縫

い 目より約 1．3倍糸数が多い こ とと対応 して い る と考

えられ る．また，並縫 い と直角縫 い の 強度に有意差は

認め ら れ な か っ た が
， 全体的 に並縫 い の 方が小 さ く，

縫 い 糸 の 布地 に与え る影響は小 さい こ とを示唆 した．

こ の 強度に関 して は さら に試験回数を増や すなど検討

が必要で あ り，今後の課題で ある．

　破断伸度は
， 布および縫 い 糸とも単独 の 場合に は，

綿 の 方が小 さい にもかかわ らず ，直角縫 い お よび並縫

い とも綿 の 方が 絹よ りすべ て 危険率 1％ で 有意に大き

い こ とが示 さ れ た．こ れ は ，3mm 縫 い H お よ び 4

mm 縫い 目で 共通 して い た．これ は綿の 方 が縫 い 糸 の

緩み が 大き く， 縫 い 目 に沿 っ た 布 の 収縮 に よ る 縫 い 糸

の伸度が 大 きくな っ た た め と考 えられる．

　（3） 縫 合距離 の 減少率

　日8．4 に 縫 合距離の 減少率と荷重 の 関係 を示す．綿

（a），絹 （b）い ず れ の 場合 も， 縫 合距離 の 減少率 は 荷

重初期か ら約 8　kgf まで は急速に増加 し，その 後破断

点 まで は緩や か に増加 した．こ の 8kgf 加重時の縫合

距離の 減少率は綿 の 場合 ， 3mm の 小 さい 縫 い 目で は

直 角縫 い （R3）が 22．1％，並縫 い （P3）が 28．9％で

1．3 倍 に 対 し， 4mm 縫 い 目 で は直 角縫 い （R4）の

29．8％ ，並縫 い （P4 ）の 33．5％ と L2 倍に な り， 大

小 い ずれ の 縫い 目にお い て も直角縫 い よ りも並縫 い の

方が大 きくなっ た．また，絹 の 場 合， 3mm 縫 い 目 の

直 角縫 い 18．0％ に 対 して 並 縫 い が 21．1％ と ほ ぼ

1．2倍，4mm の 縫い 目で は直角縫 い の 25．0％ に対 し

て 並縫 い は 27，1％ と ほ ぼ 1．1 倍 と な っ た． こ れ は，

直角縫 い は 2枚 の 布地を同時に収縮 させ て 縫 合距離の

減少 を起 こ すが，並縫 い は 2枚の布の縫い 目 にずれが

あ り，同
一

点に な る まで は 1枚 の 布地を収縮させ縫合

距離を減少 させ，そ の後は直角縫 い と同様の 変形を示

すた め と考え ら れ る ．

　こ れ ら の こ とか ら ， 並縫 い は 直 角縫 い よ りも縫 い 目
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Photographs　of 　seams 　after 　tensile　test　of 　sewing 　threads　of 　cotton （a）and 　s且k （b）

に荷重 が加わ っ た 場合，縫 い 目の 収縮すなわち縫合距

離の 減少が 大き くな り，縫 合部位の 縫 い 糸 や 布地 の 破

損を避け る効果が高 い こ とがわか っ た．

　次 に縫い 目の 大きさ と荷 重 の 関係 を見る と， 4mln

縫 い 目 の 方が 3mm 縫 い 目よ り縫合距離 の 減少率が 高

い 傾向に あ り，
4mm 縫 い 目の 方が 3mm 縫 い 目 に比

較 して布を大きく変形 させ ，　
・
定負荷 の 場合 に はそれ

だけ糸お よ び布 に か か る 力を緩和す る こ とが で きる と

考え ら れ る．素材別 に 見ると ， 綿 の 方が絹よ り縫合距

離の減少率が高 くな り，布 に 対 し柔軟 に対応 して い る

と考え ら れ る ．

　（4） 縫 い 糸破断後の 布の破損状態

　和服 は ，縫 い 目部位 に織糸の破損や 織り組織に変形

が 生 じた 場合，再利用時 に 大 きな 欠陥 とな る．そ こ で

引張試験 に よる縫 い 糸の 破 断後 24 時間経過 した 縫 い

目の 破損形状 を顕微 鏡 で 30倍で撮影し，そ の 形状を

比較 し た．Flg．5 （a ）綿 ，（b）絹 ，に 縫 い 糸破断後 の

縫 い 目の 顕微鏡写真 を示す．但 し，縫 い 糸は 切 断後除

去し た．

　Fig，5（a ）に示す よ うに，綿布 の 場合， 3mm 縫 い

目 お よ び 4mm 縫 い 目い ずれの 場合 に も直角縫 い よ り

並縫 い の 方が 破断後の 穴 が 小 さい こ と が わ かる．Fig．

5 （b）に示す絹布の 場合 も同様 で ， 3mm 縫 い 目 お よ

び 4mm 縫 い 目 い ずれ の 場合に も直角縫 い よ り並縫 い

の 方が 破断後 の 穴 が 小 さ く， 織 り糸 の 破断お よ び縫 い

目周辺へ の 変化もほ と ん ど 認 め られ なか っ た．また強

い て言えば 4mm 縫 い 目の 方が 3mm 縫 い 目よ り織 り

糸の 乱 れ が 少 な い こ とが 認 め ら れ た ．した が っ て ，綿，

絹ともに並縫 い に よ る 4mln の 大 きな縫 い 目の 方が織

り糸の 破損や 織 り組織の 変形が 少な い 縫 製技法 と考え

られ る ．

　H9 ．5（a＞，（b）の 写真 の 結果 を定量 的 に評価するた

め ，Fig．6 に 布目の 変形 を楕 円 と仮定 して ，そ の 面積

を 数値化 して 示 した．

　楕円の 長径 と短径 は，タテ 糸方向お よび ヨ コ 糸方向

の 変形 に 対応 す る．数値 は，こ の 長径 と短径を用 い て

楕 円近似 した と きの 変形 し た布目の 面積 （mm り を示

す ．こ の 図か ら明らかな ように，綿 の 3mm 縫 い 目お

よ び 4mm 縫 い 目い ずれの 場合 に も，破損部 の 面積 は

約半分 で あ り，並縫 い の 方が直角縫い に比較して布目

の 変形が少 な い こ と が わ か っ た．また，絹の場合 も直

角縫い よ り並縫 い の 方 が ，布 目 の 変形 が 少 な く， 3
mm 縫い 目 と 4mm 縫 い 目の 違 い は余 り大 きくない こ

とが わ か っ た．さ ら に ，Fig．6 か ら明 らか なように綿

布 の 直角縫 い の 場合，布地 の 織糸 の 切断が認め ら れ る

が ，並縫 い で は 認 め られ ず織 糸 の 片寄 りに よる布目の
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　 　 　 　 　 　 Co 髄on 　　　　　　　　　　Silk
Stich
　　　 Right　angle 　 P重aln　 R駐ght　ang 鏨e　　PlainIength3mm

　 O．505（mm2 ）　0．265　　 0．238

○○ ○
4mm 　　 O．462　 　 　 　 　 0264 　　　　0．219

0 0 0

O．0870

0．100

0

F  ．6．Area　of　seams 　after　tensile　test　by　assuming

　 　　 the　ellipsoidal　shapes 　of　seams

拡大が 認 め られ た ．こ れ らの こ とか ら，縫 い 目の 強 さ

の 項で 述 べ た よ うに ，理論的 に は布の 織糸が先 に切 断

する と考えられたが，実際に は縫い 糸の切断に よ り縫

い 目の 変形が 生 じ て お り，布地 の 損傷は小 さ く抑えら

れ て い た，こ れは縫 い 目が伸張され ると，縫 い 糸は布

地 を構成 して い る織糸，具体的に は ヨ コ 糸複数本と引

っ 掛け伸張の 状態を示 し
， 最終的に は ヨ コ 糸の 片寄 り

に よ り束状 にな り布 目が つ ぶ れた個所 と 隙間の 空 い た

個所 に 2 分 され る ．すなわち，綿布お よび 絹布い ずれ

の 場合 も ヨ コ 糸密度は 27 本／cm で ある か ら， 3mm

縫 い 目の 場合，約 8 本 （27 本／IOmm × 3mm ・・8．1

本 ），
4rnm 縫 い 目の 場合 ， 約 11 本 （27 本／10mm ×

4mm ＝10．8本）の ヨ コ 糸の束に対 し 1本の 縫 い 糸の

引 っ 掛け強さを測定する こ とに な る．従っ て，こ の 束

の強さが勝 り， 縫 い 糸が切断した と考え ら れ る．こ の

傾 向は 並縫 い ほ ど強 く現 れ，並縫 い が わ が国伝統 の 布

地 の 再利用 を可能 に した縫 製技法 と して 確立 した もの

と考え ら れ る．

　4．結 　 　論

　並縫い は，和服構成時に，縫い 目 に流 れ目を形成 す

る わが 国独 自の 縫製技法で あ る．こ の こ とか ら，並縫

い の特質を明確にする た め に直角縫 い と比較検討 し，

以 下 の 結論 を得た．

　（1） 縫 い 目の破断強さは t 綿，絹ともに縫い 糸の密

度に 比例 し
，

31nm の 小 さ い 縫 い 目の 方 が 4mm の 大

きい 縫い 目 よ り強 くな っ た ．綿お よ び 絹 の 場合 ， 3
mm 縫 い 目お よ び 4mm 縫 い 目 い ずれ の 場合 に も直角

縫い の 方が並縫い よ り強 くな っ た．こ れ は並縫 い の縫

い 糸が約 IS
°
の角度を持 っ て い る た め と考 えられる．

　（2＞ 縫 い 目の 引張 りに対する縫合距離 の 減少率 は，

縫 い 目の 大小 に よらず並縫い の 方が直角縫い よ り大 き

くな り，強 さが小さい こ とと合わせ て ，織 り糸の 破損

や 織 り組織の 変形 が少な い こ と が わ か っ た．

　（3） 縫 い 糸の破断に よる布地 の破損は，綿，絹 い ず

れ の 場合に も直角縫 い の方が 並縫 い よ り大き く， 縫 い

目の 変形 も直角縫い の 方が大きく ， 並縫 い が織 り糸 の

破損や織 り組織 の 変形が少 ない 縫 製技法 で ある こ とが

わ か っ た ．
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